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現在の大田区基本構想の
策定から約15年が経過

この間、社会情勢や区民の
生活様式は大きく変化

区の目指す将来像を再検討すべき時期を迎えている

新たな大田区基本構想の策定

１ 新たな大田区基本構想の策定
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15年間の大きな変化の例① 急激な少子高齢化の進行２

11.4% 10.6%

69.0% 66.8%

19.6%
22.6%

平成20年 令和４年

高齢化率は

19.6%から22.6%

に上昇

大田区の人口・年齢構成の変化

0～14歳

15～64歳

65歳以上

年少人口割合は

11.4%から10.6%

に減少

総人口

約73万人総人口

約67万人

１ 新たな大田区基本構想の策定



5
出典：気象庁HP

平均気温の上昇・風水害の激甚化 平均気温は
上昇傾向

15年間の大きな変化の例② 気候変動２

■平均気温の上昇とともに、ゲリ
ラ豪雨の発生頻度が増加傾向
にある。

■令和元年には台風19号が日本
列島を縦断し、大田区も甚大な
被害を受けた。

１ 新たな大田区基本構想の策定
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■新型コロナウイルス感染症の拡大を契機
とし、テレワークによる在宅勤務や時差
出勤が導入された。

■対面での接触を避けるため、オンライン
会議が浸透するなどデジタル技術の活用
が進んだ。

新たなワークスタイルの普及やデジタル技術の活用が進んだ

15年間の大きな変化の例③ 新型コロナウイルスの流行２

新たなワークスタイルの普及や
デジタル技術の活用１ 新たな大田区基本構想の策定
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羽田イノベーションシティ

 羽田空港の跡地は、新産業創造・発信拠点「羽田イノベーションシティ」へと姿を

変え、国内外の様々な産業・技術・文化が交流する拠点として歩み始めている。

新空港線

 令和４年に、新空港線の費用負担割合

等について東京都と大田区で合意。

 新空港線を契機に、区内の鉄道沿線に

おいて魅力あるまちづくりを推進して

いく。

15年間の大きな変化の例④ ＨＩＣｉｔｙ・新空港線２

１ 新たな大田区基本構想の策定
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こうした変化を踏まえ、

新たな大田区基本構想の策定に着手

 公募区民も含めた大田区基本構想審議会を設置

 あらゆる世代の区民の皆様から幅広くご意見を伺うための

様々な区民参画企画を実施

（例）・ワークショップ ・オープンハウス型の説明会

・LINEやQR コードを活用したアンケート

・子ども向けアンケート など

１ 新たな大田区基本構想の策定
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ＳＤＧｓの取組
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ＳＤＧｓ未来都市とは1

 内閣府が優れたＳＤＧｓの取組をする都市を選定する制度

 毎年30都市程度がＳＤＧｓ未来都市として選定

 うち特に優れた10都市はモデル事業選定都市として選定

2023年度ＳＤＧｓ未来都市

ＳＤＧｓ未来都市【28都市】 モデル事業【10都市】

選定

〇
選定

〇

大田区の選定結果

ダブル選定都市として認定

２-1
令和５年度「ＳＤＧｓ未来都市」・
「自治体ＳＤＧｓモデル事業」のＷ選定
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2023年度ＳＤＧｓ未来都市選定証授与式の様子２

 令和５年５月２２日（月）内閣府合同庁舎にて開催

 岡田地方創生推進担当大臣から選定証を授与された

岡田地方創生担当大臣からの選定証授与の様子 選定証授与式の様子
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＜内閣府提供＞＜内閣府提供＞

２-1
令和５年度「ＳＤＧｓ未来都市」・
「自治体ＳＤＧｓモデル事業」のＷ選定
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2030年の目指すべき大田区の姿

新産業と匠の技が融合するイノベーションモデル都市

３

２-1
令和５年度「ＳＤＧｓ未来都市」・
「自治体ＳＤＧｓモデル事業」のＷ選定
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経済・環境・社会の三側面について４

SDGsウェディングケーキモデル

資料：ストックホルム・レジリエンス・センター
「The SDGs wedding cake」をもとに作成

 ＳＤＧｓのゴールは、

経済・社会・環境の

三側面で捉えることができ、

どの側面も

犠牲にすることなく、

目標を達成することが

求められている

経済

社会

環境

２-1
令和５年度「ＳＤＧｓ未来都市」・
「自治体ＳＤＧｓモデル事業」のＷ選定
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経済｜自治体ＳＤＧｓモデル事業の取組５

デジタル受発注プラットフォームを活用した「稼ぐ力」の強化

› 民間企業と連携した５Gスマートポールの整備

› 創業支援施設「六郷BASE」

› 大田区SDGｓ副業

その他の取組

特定の仲間企業で対応

切削

穴あけ

メッキ

発注者

発注

納品

•受注情報の共有

•工程管理
ハブ企業

デジタル受発注
プラットフォーム

プラットフォーム参画企業で
幅広く対応

デジタルによる新しい仲間まわし

全国の企業等と連携

2023年以降これまでの仲間まわし

研磨

デジタル受発注
プラットフォーム

発注者

発注

納品

２-1
令和５年度「ＳＤＧｓ未来都市」・
「自治体ＳＤＧｓモデル事業」のＷ選定
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環境｜自治体ＳＤＧｓモデル事業の取組６

› 特別区長会調査研究機構を通じた水素の利活用推進

› 区民運動おおたクールアクション

› エコフェスタワンダーランド

その他の取組

官民6者連携による羽田空港及び周辺地域での水素利活用調査

参画企業等

大田区 川崎市

空港施設
株式会社

ENEOS
株式会社

日本空港
ビルデング
株式会社

デロイト
トーマツ
コンサル
ティング
合同会社

２-1
令和５年度「ＳＤＧｓ未来都市」・
「自治体ＳＤＧｓモデル事業」のＷ選定



社会｜自治体ＳＤＧｓモデル事業の取組７

› ご近所さんを活用した０歳児養育家庭への訪問支援

› 新たな国際教育の推進

その他の取組

ものづくり人材育成プロジェクト

次
世
代
も
の
づ
く
り

人
材
育
成
支
援

■経営技術指導講習会

■次世代経営者育成セミナー

■工業団体経営革新支援事業講習会

■産業のまちスクール事業

■ものづくり実践教室事業

経営講習会 製図

プログラミングマーケティング

夏休みロボットセミナー
ロボット作り教室

プログラミングロボット作り教室

事業者
向け

子ども
向け

16

２-1
令和５年度「ＳＤＧｓ未来都市」・
「自治体ＳＤＧｓモデル事業」のＷ選定



おおたの未来創造プロジェクト～羽田からつくる・つなぐ・はばたく～

つ く る

つ な ぐ

は ば た く

『ＨＡＮＥＤＡ ＧＬＯＢＡＬ ＷＩＮＧＳ』

『大田区公民連携ＳＤＧｓプラットフォーム』

『おおたフード支援ネットワーク』

『大田区独自教科「おおたの未来づくり」』

新たな産業を “つくる”

多様なステークホルダー間を “つなぐ”

地域の支え合いにより支援を “つなぐ”

未来に向けて “はばたく” 人材を育成する

将来にわたって持続的に成長を続けるための土台となる仕組みを構築し、

経済・環境・社会の三側面の相乗効果と自律的好循環を創出

８ 三側面をつなぐ統合的取組｜概要

17

２-1
令和５年度「ＳＤＧｓ未来都市」・
「自治体ＳＤＧｓモデル事業」のＷ選定



三側面をつなぐ統合的取組

持続可能なおおたの未来を創る「HANEDA GLOBAL WINGS」の取組

つ く る つくる つなぐ はばたく
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２-1
令和５年度「ＳＤＧｓ未来都市」・
「自治体ＳＤＧｓモデル事業」のＷ選定



三側面をつなぐ統合的取組

大田区公民連携ＳＤＧｓプラットフォームによる公民連携、民民連携の促進

「おおたフード支援ネットワーク」を通じた食品ロス削減への取組

つ な ぐ

食料を

集める

 地域・家庭の
フードドライブ

 企業・団体の地域貢献

食料を

仕分ける・届ける

 仕分けボランティア

 配送ボランティア

食料を通じて

つながる

 こども食堂

 フードパントリー団体

 ほほえみごはん事業

『食』と『つながり』
を必要とする区民

1 2 3

つくる つなぐ はばたく
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２-1
令和５年度「ＳＤＧｓ未来都市」・
「自治体ＳＤＧｓモデル事業」のＷ選定



三側面をつなぐ統合的取組

大田区独自教科「おおたの未来づくり」の新設を通じた人材育成

は ば た く つくる つなぐ はばたく
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２-1
令和５年度「ＳＤＧｓ未来都市」・
「自治体ＳＤＧｓモデル事業」のＷ選定



ＳＤＧｓ未来都市選定を契機とした機運醸成の取組９

ＳＤＧｓ推進に向けたＰＲ動画の作成

オールおおたでのＳＤＧｓ推進をより一層加速
21

「ＳＤＧｓ未来都市」及び「自治体SDGｓモデル事業」への選定

を記念し、大田区オリジナルのＳＤＧｓロゴマークを作成

 複数案の中から区民・事業者等の投票によって決定

 全区立小中学校の児童・生徒にも協力を呼びかけ

２-1
令和５年度「ＳＤＧｓ未来都市」・
「自治体ＳＤＧｓモデル事業」のＷ選定



大田区環境アクションプラン

空港臨海部グランドビジョン2040

区の計画等における水素の位置づけ

出典）大田区「空港臨海部グランドビジョン2040」・環境省「脱炭素化に向けた水素サプライチェーン・プラットフォーム」

２０２２年３月に策定した

「空港臨海部グランドビジョン２０４０」

において、水素を重要な次世代エネルギーの

一つとして位置付け

2050年度までに「温室効果ガス排出量実質ゼロ」

など、『３つのゼロ』を通じた『持続可能な環境先進都市

おおた』の実現を目指す

脱炭素社会の実現に向け、水素等の次世代エネルギーの利活用が重要

１ 温室効果ガス排出量実質－ゼロ－
２ プラスチックごみ－ゼロ－
３ 食品ロス実質－ゼロ－
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２-２ 水素等の次世代エネルギーの利活用



現在の取組

•NEDO（新エネルギー・産業技術総合啓発機構）事

業によるCO₂フリー水素利活用モデル調査

•川崎市、関連企業など６者連携により、羽田空港および

周辺地域のおける水素利活用の調査等を実施。

NEDO調査

•大田区がリーダーとなり、特別区長会調査研究機構による

水素の利活用推進研究を実施

•中央区、世田谷区、江戸川区、東京二十三区清掃一部

事務組合のほか、東京都がオブザーバーとして参加

特別区長会

協定式の写真

大田区臨海部における次世代エネルギーインフラの整備、特別区における利活用の推進につなげる

・大田区、川崎市、東京都の三者による

「空港臨海エリアにおける水素等の次世代エネルギーの

利活用拡大」に向けた連携協定を締結。

・産業競争力の維持。強化、エネルギーの安定供給及び

カーボンニュートラルの実現に有効な手段である水素等

について三者が連携・協力して利活用拡大に向けた

取組を実施する。

東京都、川崎市との三者協定
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２-２ 水素等の次世代エネルギーの利活用



１ 大田区プレミアム付きデジタル商品券

7/1（土） おおたスポーツ健康フェスタ

【大田区広報番組シティーニュースおおたで紹介】

３ その他

２

３

風水害対策１
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【マイ・タイムライン講習会・体感型防災アトラクション・水防の活動拠点の整備】



３ その他
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勝海舟記念館 バーチャルツアー４

【大田区シティプロモーションサイト「UniqueOta」】

トップページのバナーからご確認いただけます！



３ その他
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【大田区シティプロモーションサイト「UniqueOta」】

５ スカシユリが見頃～ソラムナード羽田緑地～



大 田 区
令和５年６月５日

大田区公式ＰＲキャラクター
はねぴょん ©大田区
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